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婿
　
祖
　
と
　
観
　
音

中
国
母
神
の
研
究
（
二
）

平

木

康

平

　
中
国
の
近
世
に
お
い
て
、
航
海
の
守
護
神
と
し
て
一
般
に
崇
め
ら
れ
て
い
た
女

神
に
、
嬌
祖
が
あ
る
。
嬬
祖
は
、
そ
の
初
め
福
建
の
蒲
田
と
い
う
一
地
方
に
お
こ

っ
た
民
間
信
仰
の
一
高
神
に
し
か
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
信
者
に
漕
運
や
漁
業

に
従
事
す
る
者
が
多
か
っ
た
た
め
、
海
運
や
通
商
の
発
展
と
と
も
に
、
南
宋
以
降
、

朝
廷
の
寵
遇
を
も
得
て
、
天
子
の
尊
号
を
加
え
ら
れ
、
周
辺
各
地
の
港
町
に
、
そ

の
信
仰
が
急
速
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。

　
娚
祖
は
、
年
を
経
る
に
従
っ
て
、
ま
す
ま
す
そ
の
尊
崇
の
度
を
増
し
、
清
初
に

は
、
天
功
と
も
称
さ
れ
、
地
域
的
に
も
華
南
に
と
ど
ま
ら
ず
、
北
は
渤
海
湾
に
面

す
る
沿
岸
に
ま
で
、
南
は
東
南
ア
ジ
ア
に
ま
で
及
び
、
さ
ら
に
は
朝
鮮
、
台
湾
、

琉
球
、
日
本
を
も
含
む
広
い
範
囲
に
そ
の
信
仰
圏
は
拡
大
し
て
い
っ
た
。
清
代
に

は
、
航
行
す
る
ど
の
船
に
も
、
き
ま
っ
て
そ
の
女
神
像
が
祀
ら
れ
、
各
地
の
港
町

に
は
必
ず
嬌
祖
廟
や
天
満
宮
な
ど
が
建
立
さ
れ
、
盛
大
な
祭
が
く
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
嬬
祖
、
も
し
く
は
天
妃
、
天
后
に
関
す
る
研
究
は
数
多
い
が
、
そ
の
主
な
も
の

に
は
、
顧
頷
剛
「
天
幸
」
（
『
民
俗
』
第
四
一
・
二
期
下
髪
）
、
毒
筆
鶴
「
天
国
」

（
『
民
俗
』
第
六
］
・
二
期
至
聖
）
、
容
肇
祖
「
天
后
」
（
同
上
）
、
李
献
璋
「
嬬
祖
伝

説
の
原
初
形
態
」
（
『
東
方
宗
教
』
第
一
一
号
）
な
ど
が
あ
る
。
今
、
そ
れ
ら
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
娚
祖
の
成
立
お
よ
び
そ
の
展
開
に
つ
い
て
、
少
し
く
整
理
検
討
を

加
え
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
、
新
劇
の
出
生
に
関
し
て
、
清
の
手
蔓
の
『
通
俗
篇
』
に
よ
る
と
、
そ
の

「
神
鬼
、
天
田
」
の
条
に
、

　
　
潜
旗
塚
の
『
臨
安
志
』
に
い
ふ
、
神
は
五
代
の
時
の
閾
王
の
統
軍
兵
雷
鳥
、

　
　
単
願
（
懸
）
の
第
六
女
為
り
、
能
く
席
に
乗
り
海
を
度
り
、
島
嗅
に
雲
遊
す
、

　
　
人
は
擬
餌
と
呼
ぶ
、
宋
の
雍
煕
四
年
（
九
入
七
）
に
昇
化
す
、

と
あ
り
、
ま
た
、
明
の
張
愛
の
『
東
西
洋
考
』
巻
九
に
よ
れ
ば
、

　
　
天
妃
は
、
世
々
蒲
の
淵
洲
喚
に
居
る
、
五
代
の
閾
王
の
時
の
、
都
巡
検
、
林

　
　
原
心
の
第
六
女
な
り
、
母
は
王
氏
、
妃
は
宋
の
元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）
三
月

　
　
二
十
三
日
に
始
め
て
生
ま
る
、
而
し
て
地
は
紫
に
変
じ
、
祥
光
異
香
有
り
、

　
　
幼
時
よ
り
秘
法
に
通
貸
し
、
予
め
休
讐
を
談
ず
、
奇
し
く
も
呈
せ
ざ
る
な
し
、
郷

　
　
民
病
ひ
を
以
て
告
ぐ
れ
ば
、
輯
ち
愈
ゆ
、
長
じ
て
能
く
席
に
坐
し
、
乱
流
し

　
　
て
済
ふ
、
人
は
神
女
と
呼
び
、
或
い
は
龍
女
と
日
ふ
、

と
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
記
事
に
懸
る
と
、
娚
祖
は
も
と
地
方
官
の
娘
で
、
未
来
を
予
見
し
た

り
、
病
気
を
治
療
し
た
り
で
き
る
、
特
異
な
霊
能
を
具
え
て
い
た
巫
祝
の
類
で
あ

っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
出
生
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
諸
説
紛
々
と
し
て
正
確
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な
と
こ
ろ
は
わ
か
ら
な
い
が
、
最
も
古
い
時
代
に
引
き
あ
げ
る
の
が
、
　
『
三
教
源

　
　
　
　
　
（
－
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

流
捜
神
大
全
』
で
、
唐
の
天
宝
元
年
（
七
四
二
）
、
次
に
、
『
天
后
聖
母
聖
蹟
図
志
』

が
、
宋
の
建
隆
元
年
（
九
六
〇
）
、
こ
れ
は
さ
き
の
『
東
西
洋
銀
』
が
一
説
と
し
て

宋
の
太
平
興
国
元
年
（
九
七
六
）
と
し
、
　
『
請
田
県
志
』
が
太
平
興
国
四
年
（
九

七
九
）
と
す
る
の
に
近
い
。
最
も
新
し
い
時
代
に
も
っ
て
く
る
の
が
、
『
東
西
洋
考
』

で
、
宋
の
元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）
で
あ
る
。
た
だ
、
『
三
教
源
流
捜
神
大
全
』
の

高
峰
の
記
事
は
、
他
書
に
は
見
ら
れ
な
い
小
説
的
要
素
が
多
く
付
加
さ
れ
て
い
る

た
め
、
歴
史
的
事
実
の
記
録
と
し
て
は
、
信
を
措
き
が
た
い
き
ら
い
が
あ
る
。

　
ま
た
、
そ
の
没
年
に
関
し
て
は
、
諸
書
は
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
ま
と
ま
っ
て
お
り
、

宋
の
雍
煕
四
年
（
九
入
七
）
二
月
二
十
九
日
と
し
て
い
る
。
た
だ
、
『
東
西
洋
考
』

の
本
文
も
同
じ
説
で
あ
る
が
、
そ
の
生
年
を
元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）
と
す
る
の

は
、
生
没
年
が
逆
転
し
て
明
ら
か
に
矛
盾
し
て
い
る
。
同
書
は
、
一
説
と
し
て
そ

の
没
年
を
景
徳
三
年
（
一
〇
〇
六
）
十
月
十
日
と
し
て
い
る
。

　
以
上
の
諸
説
を
勘
案
す
る
と
、
他
に
も
異
説
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
生
年
に
つ

い
て
は
、
大
体
、
九
六
〇
年
か
ら
九
七
九
年
の
間
に
、
ま
た
、
そ
の
没
年
は
、
九

八
七
年
か
ら
一
〇
〇
六
年
の
間
に
、
そ
れ
ぞ
れ
限
定
で
き
、
そ
の
生
存
年
代
を
一

〇
世
紀
後
半
に
お
い
て
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
元
の
王
元
恭
の
『
四
明
続
志
』
巻
九
に
よ
れ
ば
、

　
　
傍
居
し
て
、
未
だ
三
十
な
ら
ず
し
て
卒
す
、
宋
の
元
祐
の
間
（
一
〇
八
六
－

　
　
一
〇
九
三
）
に
邑
人
之
れ
を
祀
る
、
水
旱
、
瘤
疫
、
舟
航
の
危
急
に
は
、
禧

　
　
る
こ
と
有
れ
ば
轍
ち
応
ず
、

と
あ
り
、
林
氏
の
女
は
嫁
す
こ
と
な
く
、
三
〇
歳
に
と
ど
く
ま
え
に
没
し
、
そ
の
・

後
お
よ
そ
一
〇
〇
年
、
一
一
世
紀
の
末
に
初
め
て
郷
里
の
人
々
に
祀
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
『
請
田
黒
具
』
に
は
、
黒
化
後
、
「
常
に
朱
衣
を
衣
て
、
飛
び
で
海
上
に
翻
る
、

里
人
理
れ
を
祀
る
、
雨
に
も
陽
に
も
放
れ
ば
応
あ
り
」
と
あ
り
、
神
と
し
て
祀
ら

れ
出
し
た
の
が
何
時
と
は
特
定
し
て
い
な
い
が
、
没
後
ま
も
な
く
の
頃
か
ら
、
大

雨
の
と
き
も
、
旱
魅
の
と
き
も
、
祈
れ
ば
応
験
が
あ
っ
た
た
め
、
す
で
に
村
人
た

ち
の
信
仰
を
集
め
て
い
た
ら
し
い
。

　
当
初
は
、
こ
れ
と
い
っ
た
祠
廟
も
な
か
っ
た
が
、
『
臨
安
志
』
に
引
く
丁
肉
桂
の

「
順
止
立
妃
廟
記
」
に
、

　
　
甫
の
寧
海
に
堆
有
り
、
元
祐
丙
寅
（
一
〇
入
六
）
夜
、
光
気
を
現
は
す
、
環

　
　
堆
の
人
、
一
夕
同
じ
く
歩
む
、
曰
く
、
我
は
長
州
の
美
女
な
り
、
宜
し
く
我

　
　
に
幸
す
べ
し
と
、
是
こ
に
於
い
て
祠
有
り
、
聖
堆
と
日
ふ
、

と
あ
る
よ
う
に
、
元
祐
年
間
に
至
っ
て
、
神
像
を
備
え
た
、
か
な
り
の
規
模
の
廟

宇
が
墨
田
寧
海
に
建
て
ら
れ
、
そ
の
神
格
を
確
か
な
も
の
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
初
め
嬌
祖
は
、
あ
く
弍
で
も
誉
田
と
い
う
一
地
方
の
人
々
に
限
っ
て
信
仰

さ
れ
て
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
宣
言
五
年
目
＝
二
三
）
に
至
っ
て
、
俄
然
、

世
人
の
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。
『
請
田
県
志
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
、
給

話
中
の
路
允
迫
が
高
麗
に
干
し
た
と
き
、
途
中
で
震
風
に
あ
い
、
入
道
の
う
ち
七

隻
が
沈
没
し
た
が
、
彼
の
乗
る
船
に
だ
け
、
神
が
マ
ス
ト
に
降
り
、
遭
難
を
免
が

れ
た
と
い
う
事
件
が
お
こ
っ
た
。
そ
の
霊
異
課
が
朝
廷
に
聞
こ
え
、
「
順
済
廟
」
の

額
を
賜
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
以
降
、
嬌
祖
に
対
す
る
信
仰
は
、
急
速
に

請
田
か
ら
外
に
広
が
り
、
各
地
に
つ
ぎ
つ
ぎ
と
祠
廟
が
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。　
南
宋
の
時
代
に
入
る
と
、
都
は
臨
安
、
す
な
わ
ち
杭
州
に
遷
さ
れ
た
が
、
杭
州

は
華
北
に
つ
な
が
る
大
運
河
の
南
端
に
あ
た
り
、
ま
た
、
銭
甘
薯
が
杭
州
湾
に
注

ぐ
河
口
に
位
置
し
た
都
市
で
、
古
来
、
水
上
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、

華
北
を
金
に
奪
わ
れ
て
財
政
的
に
も
窮
乏
し
た
南
宋
政
府
は
、
外
国
船
の
渡
来
を

歓
迎
し
、
政
府
の
管
理
の
も
と
に
積
極
的
に
対
外
貿
易
の
拡
大
に
の
り
出
し
、
財
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政
の
た
て
直
し
を
企
て
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
時
期
に
は
、
造
船
技
術
や
航
海
術
に

長
足
の
進
歩
が
み
ら
れ
、
ま
す
ま
す
海
上
交
通
が
発
展
し
、
通
商
圏
が
飛
躍
的
に

拡
大
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
海
運
が
重
要
な
地
位
を
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
の
中
で
、
嬌

祖
に
関
す
る
霊
験
諺
は
、
沿
岸
づ
た
い
に
福
建
よ
り
漸
江
周
辺
に
ま
で
伝
わ
り
、

海
運
に
従
事
す
る
人
々
の
間
に
、
嬬
祖
の
信
仰
は
ま
た
た
く
ま
に
広
ま
っ
て
い
っ

た
。
や
が
て
嬌
祖
は
、
民
間
に
お
け
る
私
的
な
祭
祀
を
受
け
る
に
止
ま
ら
ず
、
朝

廷
に
よ
る
公
的
祭
祀
に
も
組
み
こ
ま
れ
て
ゆ
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　
南
宋
か
ら
元
明
清
に
か
け
て
、
嬌
祖
に
対
す
る
敬
信
の
度
合
い
が
、
い
か
に
高

ま
っ
て
い
っ
た
か
は
、
朝
廷
か
ら
加
え
ら
れ
た
認
号
の
増
加
の
　
を
た
ど
る
だ
け

で
、
歴
然
と
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
煩
を
い
と
わ
ず
時
代
順
に
そ
の
等
号

を
列
挙
し
て
お
こ
う
。

紹
興
二
五
年

紹
旧
習
一
一
⊥
前
年

紹
興
二
七
年

紹
興
二
九
年

乾
道

淳
煕
一

紹
煕
慶
元
嘉
定

元四三一二九七六五
年年年年年年年年年

嘉
定
一
〇
年

嘉
煕
　
三
年

宝
祐
　
二
年

一
五
五
）

一
五
六
）

一
五
七
）

一
五
九
）

】
六
六
）

一
八
四
）

一
九
二
）

一
九
八
）

（】

�
Z
八
）

（一

�
齊
ｵ
）

（一

�
O
九
）

二
二
五
四
）

甲
高
宗
封
崇
福
夫
人

　
高
宗
封
霊
恵
夫
人

　
高
宗
封
霊
恵
昭
応
夫
人

　
高
宗
封
崇
福
霊
恵
昭
応
夫
人

　
孝
宗
封
為
霊
恵
昭
応
崇
福
夫
人

　
孝
宗
封
為
霊
恵
昭
応
崇
福
善
利
夫
人

　
光
宗
特
封
霊
恵
妃

　
寧
宗
加
封
霊
恵
助
順
妃

　
寧
宗
封
為
霊
恵
助
順
顕
史
上

　
寧
宗
封
為
霊
恵
助
順
顕
衛
三
差
妃

　
理
宗
封
為
霊
恵
助
順
嘉
応
英
烈
妃

　
理
宗
封
為
助
順
嘉
応
英
烈
協
正
妃

景開宝宝宝
定慶祐祐祐

三元四四三
年年年年年

二
元
一
五
年

（一

�
ﾜ
五
）

（一

�
�
N
⊥
ハ
）

（一

黶
G
血
⊥
ハ
）

（一

�
ﾜ
九
）

（一

�
ﾛ
ハ
ニ
）

二
二
七
入
）

大
徳
　
三
年
（
一
二
九
九
）

延
祐
　
元
年
二
三
一
四
）

天
暦
　
二
年
（
＝
二
二
九
）

至
正
一
四
年
（
＝
二
五
四
）

洪
武
　
五
年
（
＝
二
七
二
）

永
楽
　
七
年
（
］
四
〇
九
）

康
煕
一
九
年
（
一
六
八
0
）

康
煕
二
〇
年
（
一
六
八
一
）

乾
隆
　
二
年
（
一
七
三
七
）

乾
隆
二
二
年
（
一
七
五
七
）

乾
隆
五
三
年
（
一
七
八
八
）

嘉
慶
　
五
年
（
一
八
○
○
）

道
光
　
六
年
頃
一
八
二
六
）

　
理
詰
封
為
霊
恵
助
順
嘉
応
着
筆
妃

　
理
宗
封
丁
霊
干
魚
正
嘉
応
慈
済
妃

　
理
宗
封
為
霊
恵
協
正
嘉
応
善
慶
妃

　
七
宗
封
為
護
国
助
順
据
置
嘉
応
黙
契
妃

　
理
宗
封
為
霊
恵
顕
済
嘉
応
善
慶
妃

元
世
祖
封
泉
州
聖
女
唱
題
国
明
著
霊
媒
協

　
正
善
慶
雲
済
天
妃

　
成
宗
加
泉
州
海
神
日
護
国
立
民
明
著

　
憶
想

　
仁
宗
封
為
護
国
庇
民
広
済
明
著
天
妃

　
文
宗
宮
島
護
国
庇
民
広
済
福
恵
明
著

　
天
妃

　
順
帝
封
為
海
神
輔
国
護
聖
庇
民
広
済
福

　
恵
明
著
天
妃

明
太
祖
封
為
事
純
正
孚
済
感
応
聖
妃

　
成
祖
封
為
書
国
庇
民
妙
筆
昭
応
宏
仁
普

　
済
天
妃

清
聖
祖
封
為
護
国
庇
民
謡
霊
戸
出
宏
仁
普

　
済
天
妃

　
聖
祖
封
為
昭
霊
顕
応
仁
慈
天
后

　
高
宗
加
封
福
野
嚢
生
四
字

　
高
宗
加
封
共
感
感
孚
四
字

　
高
宗
加
全
労
三
十
四
字
封
号

　
仁
宗
加
封
土
慈
雨
枯
四
字

　
宣
宗
加
封
碧
玉
利
運
四
字
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道
光
一
九
年
目
一
八
三
九
）

洋
語
北
柏
沢
箪
海
面
四
字

噺
こ
こ
に
列
挙
し
た
年
代
と
謹
号
は
、
『
天
后
三
聖
録
』
、
『
順
花
蜜
妃
廟
記
』
、
『
請

田
県
志
』
、
『
杭
州
府
志
』
、
・
『
元
史
』
、
『
明
会
遇
』
、
『
大
清
会
典
』
そ
の
他
の
諸
書

か
ら
、
取
捨
選
択
を
加
え
て
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
資
料
に
よ
っ
て
出
入
前
後

が
あ
り
、
不
確
実
な
部
分
を
残
し
て
は
い
る
も
の
の
、
歴
代
朝
廷
が
、
嬬
祖
に
対

し
て
、
そ
の
尊
崇
の
度
合
い
を
高
め
て
い
っ
た
軌
跡
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
一
目
瞭

然
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
に
掲
げ
た
り
ス
ト
か
ら
、
次
の
よ
う
な
事
が
ら
が
読
み
と
れ
る
。
民
間
に

お
い
て
祀
ら
れ
て
い
た
嬌
祖
が
、
初
め
て
崇
福
夫
人
と
い
う
難
平
を
賜
わ
っ
て
公

式
に
・
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
南
宋
の
ご
く
初
期
、
一
二
世
紀
の
中
葉
の

こ
と
で
あ
る
。
南
扇
の
都
、
杭
州
の
地
は
、
国
内
的
に
は
、
肥
沃
な
江
南
の
穀
倉

地
帯
を
背
後
に
も
つ
回
漕
の
要
衝
に
あ
た
り
、
国
外
的
に
も
、
海
上
交
通
の
重
要

な
基
地
で
あ
っ
て
、
漕
運
は
国
家
の
経
済
政
策
の
基
盤
を
支
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
航
海
の
安
全
を
確
保
し
、
通
商
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
、
国
家
の
急
務
で

あ
っ
た
。
そ
う
し
た
時
代
の
要
求
の
中
で
、
航
海
の
守
護
神
と
し
て
の
嬬
祖
が
、

国
策
に
副
う
も
の
と
し
て
政
府
に
迎
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
心
組
の
勢
力
の
急
速

な
拡
大
と
、
宋
朝
の
杭
州
へ
の
遷
都
と
は
、
決
し
て
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
南
宋
の
歴
代
の
天
子
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
娚
祖
に
一
度
な
ら
ず
封
号
を
賜

わ
っ
て
い
る
が
、
な
か
ん
ず
く
理
宗
は
七
度
に
わ
た
り
加
回
し
て
い
る
の
が
注
目

さ
れ
、
そ
の
時
期
に
、
漕
運
の
重
要
性
が
一
段
と
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ

る
。
そ
し
て
、
初
め
は
「
夫
人
」
の
女
鑑
が
与
え
ら
れ
て
い
た
が
、
紹
煕
三
年
（
一

一
九
二
）
、
光
宗
の
と
き
に
至
っ
て
、
昇
格
し
て
「
妃
」
の
封
号
が
加
え
ら
れ
、
ま

す
ま
す
そ
の
地
位
が
向
上
し
て
い
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
世
祖
が
扁
螺
を
滅
ぼ
し
て
国
号
を
元
と
称
す
る
前
年
、
正
元
一
五
年

（一

�
ｵ
八
）
に
は
、
嬌
祖
は
一
四
字
に
も
の
ぼ
る
長
い
二
号
を
得
た
が
、
こ
の

と
き
初
め
て
「
天
妃
」
の
称
が
冠
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
は
、

こ
の
女
神
が
初
め
て
正
史
に
記
録
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
『
元
史
』
の
本
紀
や
祭
祀

志
に
、
た
び
た
び
そ
の
名
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
女
神
が
さ
ら
に
昇
格
し
て
「
立
后
」
の
号
を
最
初
に
賜
わ
っ
た

の
は
清
朝
に
入
っ
て
か
ら
で
、
康
煕
二
〇
年
（
一
六
八
一
）
の
こ
と
で
あ
る
。
福

建
の
一
地
方
に
お
こ
っ
た
民
間
信
仰
の
一
巫
神
は
、
四
二
明
清
を
通
じ
て
、
国
家

の
庇
護
の
も
と
に
、
国
家
の
祭
祀
を
う
け
る
航
海
の
神
と
し
て
、
着
実
に
不
動
の

地
位
を
固
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
嬬
祖
が
し
ば
し
ば
封
号
を
加
え
ら
れ
た
の
は
そ
れ
な
り
の
理
由

が
あ
っ
た
か
ら
で
、
た
と
え
ば
、
「
雨
冠
を
得
る
を
以
っ
て
」
、
「
海
獣
を
平
ぐ
る
を

且
っ
て
」
、
「
漕
運
の
敷
重
な
る
を
以
っ
て
」
な
ど
が
、
そ
の
理
由
の
主
な
も
の
で

あ
っ
た
が
、
当
時
の
航
海
が
た
び
た
び
海
賊
な
ど
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
こ
の
外
、
水
災
、
旱
越
、
疫
痛
な
ど
を
救
っ
た
こ
と
、
銭
苔
江
の
潮
を
退
け
た

こ
と
、
宋
を
助
け
て
金
と
戦
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
、
漸
江
の
陽
を
完
成
さ
せ
た

こ
と
な
ど
の
功
績
が
、
そ
の
加
封
の
理
由
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
嬬
祖
が
、
単
に

航
海
の
神
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
霊
能
を
備
え
た
神
と
し
て
祀
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
、
あ
わ
せ
て
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

二

　
中
国
本
土
で
は
、
今
日
、
ほ
と
ん
ど
絶
え
た
娚
祖
の
信
仰
は
、
台
湾
に
お
い
て

は
、
な
お
民
衆
の
間
に
根
づ
き
、
立
派
に
活
き
つ
づ
け
て
い
る
。
そ
こ
で
、
次
に

台
湾
に
お
け
る
嬌
祖
信
仰
の
実
態
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
福
建
の
蒲
田
地
方
に
お
こ
っ
た
嬬
祖
信
仰
は
、
台
湾
海
峡
を
は
さ
ん
で
指
呼
の
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間
に
あ
る
台
湾
へ
も
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
時
期
は
、
記
録
に
あ
ら
わ
れ
る
限

り
比
較
的
新
し
く
、
娚
祖
廟
と
し
て
最
も
古
い
時
期
に
属
す
る
の
は
、
康
煕
七
年

（一

Z
六
八
）
、
鄭
成
功
が
渡
類
し
た
際
に
も
た
ら
し
た
神
像
を
祀
る
た
め
に
建
立

さ
れ
た
台
南
市
の
天
后
宮
で
あ
る
。
そ
の
外
の
妨
祖
廟
は
、
ほ
と
ん
ど
康
煕
二
二

年
二
六
八
三
）
に
、
台
湾
が
清
朝
の
版
図
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
か
ら
後
の
も
の

で
あ
る
。

　
こ
の
時
以
降
、
台
湾
へ
中
国
本
土
か
ら
多
数
の
移
民
が
入
植
し
た
が
、
そ
の
大

部
分
は
、
婿
祖
を
生
ん
だ
福
建
や
広
東
の
人
々
で
、
自
ず
と
民
衆
に
な
じ
み
の
深

い
葉
面
も
彼
ら
の
守
護
神
と
し
て
、
こ
の
地
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
彼
ら
が
通
過
し

た
台
湾
海
峡
は
、
風
波
が
荒
い
う
え
、
海
温
が
蝟
集
す
る
地
で
、
古
来
、
航
海
の

難
所
と
さ
れ
て
き
た
。
長
い
海
岸
線
を
も
つ
台
湾
で
の
移
住
者
の
生
活
に
お
い
て
も
、

海
上
の
安
全
を
守
護
し
て
く
れ
る
嬬
祖
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
た
と
え
ば
、
趙
翼
の
『
魚
油
叢
考
』
巻
三
五
、
雷
鳥
の
条
に
、

　
　
吾
が
郷
の
陸
広
霧
進
士
云
く
、
台
湾
の
往
来
、
神
跡
尤
も
著
し
、
土
人
は
神

　
　
を
呼
び
て
旧
記
と
為
す
、
疑
し
風
浪
の
危
急
に
遇
ふ
と
き
、
嬬
祖
と
呼
べ
ば
、

　
　
則
ち
神
は
披
心
し
て
来
た
り
、
其
の
敷
、
立
ち
ど
こ
ろ
に
応
ず
、
若
し
天
妃

　
　
と
呼
べ
ば
、
則
ち
必
ず
冠
署
し
て
至
り
、
時
刻
を
稽
ふ
る
を
恐
る
、
皇
祖
と

　
　
云
ふ
者
は
、
蓋
し
痴
人
の
母
家
に
在
る
の
称
な
り
、

と
あ
り
、
台
湾
海
峡
で
嬬
祖
が
特
に
多
く
霊
験
を
顕
わ
し
た
こ
と
を
述
べ
、
こ
の

地
の
全
集
へ
の
崇
敬
が
、
ひ
と
き
わ
高
か
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

　
乾
隆
五
五
年
（
一
七
九
〇
）
に
著
わ
さ
れ
た
同
書
に
は
、
右
の
話
の
ほ
か
、
海

上
に
お
け
る
泣
面
の
い
く
つ
か
の
霊
験
讃
を
載
せ
て
い
る
。

　
　
成
化
（
一
四
六
五
－
八
七
）
の
問
、
逸
事
中
陳
詞
、
命
を
奉
じ
て
日
本
に
往

　
　
く
、
大
洋
に
至
り
て
風
雨
作
り
、
将
に
舟
を
覆
さ
ん
と
す
、
舟
に
三
紅
灯
有

　
　
り
て
、
天
よ
り
下
る
、
逐
に
島
に
泊
す
る
こ
と
を
得
た
り
、
人
有
り
て
告
ぐ

　
　
る
が
若
し
、
曰
く
、
吾
輩
は
天
妃
の
遣
は
す
所
と
為
る
な
り
と
、

　
こ
の
ほ
か
、
嬬
祖
が
、
い
か
に
船
上
生
活
者
に
密
着
し
た
存
在
で
あ
っ
た
か
を

如
実
に
示
す
説
話
が
、
清
の
郁
浦
河
の
『
海
上
紀
略
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、

次
に
引
用
し
て
お
く
。

　
　
海
神
は
、
惟
れ
馬
祖
最
も
霊
な
り
、
即
ち
古
へ
の
天
妃
神
な
り
、
凡
そ
海
舶

　
　
の
危
難
は
、
偏
る
有
れ
ば
必
ず
応
ず
、
多
く
目
に
神
兵
の
維
持
し
、
或
い
は

　
　
神
の
親
し
く
至
り
て
救
援
す
る
を
観
る
者
有
り
、
霊
異
の
蹟
、
枚
挙
す
べ
か

　
　
ら
ず
、
洋
中
に
風
雨
あ
り
て
直
面
な
る
、
夜
黒
き
こ
と
墨
の
如
く
な
る
と
き
、

　
　
毎
に
橋
端
に
於
い
て
、
神
灯
を
現
は
し
て
祐
を
示
す
、
ま
た
、
船
中
に
忽
ち

　
　
燐
火
を
出
だ
す
こ
と
灯
火
の
如
く
、
槁
に
座
り
て
滅
す
る
者
有
り
、
尊
師
是

　
　
れ
を
馬
祖
火
と
謂
ふ
、
去
れ
ば
必
ず
覆
敗
に
遭
ひ
、
奇
験
あ
ら
ざ
る
な
し
、

　
　
船
中
に
例
と
し
て
馬
祖
棍
を
設
く
、
凡
そ
大
魚
水
陸
の
船
に
近
づ
か
ん
と
欲

　
　
す
る
に
値
へ
ば
、
則
ち
馬
丁
棍
を
以
っ
て
、
船
舷
を
連
話
す
れ
ば
、
即
ち
遁

　
　
げ
去
る
、

船
底
の
板
】
枚
下
は
地
獄
だ
と
言
わ
れ
る
危
険
の
多
い
海
上
で
、
自
然
の
猛
威
や

海
賊
に
襲
わ
れ
た
と
き
、
今
日
ほ
ど
の
す
ぐ
れ
た
装
備
を
も
ち
合
せ
な
い
船
上
の

生
活
者
に
と
っ
て
、
頼
れ
る
者
は
た
だ
神
仏
よ
り
ほ
か
に
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

右
の
説
話
か
ら
、
そ
う
い
う
船
乗
り
た
ち
の
、
嬌
祖
に
対
す
る
熱
い
思
い
が
、
よ

く
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
嬌
祖
信
仰
の
台
湾
へ
の
移
入
は
、
単
に
民
間
人
の
手
に
よ
っ
て
な

さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
国
家
的
レ
ベ
ル
で
も
、
大
規
模
に
行
わ
れ
た
。
一
例
を
あ

げ
れ
ば
、
乾
隆
五
一
年
（
一
七
入
六
）
、
台
湾
に
お
い
て
林
爽
文
の
大
乱
が
お
こ
っ

た
。
翌
年
、
将
軍
福
康
安
は
、
大
軍
を
率
い
て
討
伐
に
赴
き
、
雨
中
の
鹿
仔
港
に

上
陸
し
、
三
ヶ
月
で
平
定
し
た
。
こ
の
討
征
が
安
き
を
得
た
の
は
、
嬌
祖
の
庇
護
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に
よ
る
と
考
え
た
康
安
は
、
奏
請
し
て
上
陸
地
点
の
鹿
仔
港
に
天
后
宮
を
建
て
て

野
塩
を
祀
っ
た
。
毛
仔
港
に
あ
る
「
勅
封
〆
后
宮
碑
記
」
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
台
湾
は
海
東
に
僻
処
し
、
康
煕
面
積
（
一
六
八
二
）
よ
り
版
図
に
隷
入
す
、

　
　
商
頁
貿
易
せ
ん
と
し
、
洋
を
横
ぎ
り
て
来
往
す
、
威
な
神
戸
佑
済
に
頼
る
、

　
　
紅
霞
五
十
一
年
冬
、
逆
匪
林
爽
文
、
乱
を
作
し
、
滋
蔓
歯
噛
す
、
我
が
岩
上

　
　
特
に
協
辮
大
学
士
嘉
勇
公
福
康
安
に
命
じ
て
将
軍
と
為
し
、
巴
魯
の
侍
号
数

　
　
百
員
、
勤
旅
十
余
万
を
統
率
し
、
五
十
二
年
十
月
秒
に
於
い
て
、
崇
武
由
り

　
　
放
洋
す
、
時
に
北
風
盛
ん
に
発
す
る
に
際
し
、
洪
波
戸
弄
す
、
三
軍
橋
を
聯

　
　
ぬ
る
こ
と
数
百
艘
、
海
に
漫
り
て
東
来
し
、
一
日
に
斉
し
く
山
里
港
に
登
る
、

　
　
継
い
で
糧
餉
軍
装
、
分
馳
文
報
、
紬
櫨
羅
織
、
均
し
く
暇
な
き
を
保
す
、
…

　
　
故
に
軍
威
大
い
に
振
ひ
、
向
ふ
所
披
乏
し
、
日
を
評
し
て
渠
を
檎
に
し
巣
を

　
　
澱
き
、
全
台
を
収
復
す
、
将
士
命
を
用
ふ
と
日
ふ
と
錐
も
、
凡
そ
此
れ
亦
た
皆
野

　
　
い
で
天
后
の
昭
明
に
頼
る
、
赫
と
し
て
護
国
庇
民
の
功
、
威
霊
顕
著
な
る
者
有

　
　
る
な
り
、
将
軍
、
天
子
の
命
を
奉
じ
、
徳
を
崇
ぴ
報
干
し
、
鹿
に
就
き
て
地

　
　
を
択
び
、
廟
宇
を
建
造
し
、
以
っ
て
奉
祀
す
、

　
こ
の
よ
う
に
軍
隊
の
大
規
模
な
艦
船
の
航
海
に
お
い
て
も
、
皇
祖
の
支
援
を
仰

い
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
か
く
し
て
朝
野
を
挙
げ
て
嬌
音
を
崇
敬
し
た
た
め
、

嬌
祖
廟
は
台
湾
各
地
に
相
次
い
で
建
立
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
昭
和
九
年
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
台
湾
全
土
に
お
い
て
、
藩
祖
、
す
な
わ
ち
天
上

聖
母
を
主
神
と
す
る
寺
廟
の
数
は
、
大
小
あ
わ
せ
て
、
三
三
五
の
多
き
に
達
し
て

い
る
。
州
庁
別
に
み
れ
ば
、

　
　
台
北
州
　
三
七
　
　
　
新
竹
州
　
　
二
五

　
　
台
中
州
　
入
一
　
　
　
台
南
州
　
一
一
七

　
　
高
雄
州
　
六
六
　
　
　
三
　
庁
　
　
一
五

と
な
っ
て
お
り
、
台
湾
海
峡
沿
い
の
地
域
に
、
そ
の
寺
廟
が
圧
倒
的
に
集
中
し
て

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
同
じ
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
、
台
湾
の
全
寺
廟
の
主
神
を
種
類
別
で
見
る

と
、
数
の
多
い
順
に
、
一
位
「
福
徳
正
正
」
七
一
八
、
二
位
「
王
覇
」
五
三
七
、

三
位
「
観
音
」
三
三
六
、
四
位
「
天
上
聖
母
」
三
三
五
、
五
位
．
「
玄
天
上
帝
」
二

〇
四
、
六
位
「
関
帝
」
一
五
七
、
と
な
っ
て
お
り
、
天
上
聖
母
の
数
が
観
音
の
数

と
ほ
と
ん
ど
等
し
く
、
と
も
に
大
き
な
勢
力
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
さ
ら
に
今
度
は
、
観
音
の
数
を
州
庁
別
に
み
る
と
、

　
　
台
北
州
　
五
七
　
　
　
下
血
州
　
六
四

　
　
台
中
州
　
五
四
　
　
　
台
南
州
　
八
二

　
　
高
雄
州
　
六
四
　
　
　
三
　
庁
　
一
五

と
い
う
数
字
が
示
さ
れ
て
お
り
、
さ
き
の
天
上
聖
母
の
場
合
と
比
較
す
る
と
、
台

北
州
と
新
竹
塚
で
観
音
の
数
が
や
や
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
両
者
は
ほ
ぼ
等
し

い
分
布
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
娚
祖
や
観
音
は
、
寺
廟
に
お
い
て
の
み
祀
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
家
庭
の
中
で

も
祀
ら
れ
た
。
台
湾
の
各
民
家
に
は
、
一
家
の
平
安
を
祈
願
す
る
た
め
に
、
住
居

の
正
庁
に
神
器
を
設
け
て
数
種
の
神
仏
を
捲
雲
す
る
習
慣
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
序

列
の
筆
頭
に
観
音
を
、
次
に
天
上
聖
母
を
置
き
、
両
神
は
連
な
る
よ
う
に
祀
ら
れ

　
　
　
（
4
）

て
い
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
宿
患
、
す
な
わ
ち
天
工
は
、
そ
の
母
王
氏
が
観
音
大
士
に
祈
請
し

た
結
果
、
産
ま
れ
て
き
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
た
め
に
、
嬌
祖
廟
で
は
常
に

後
堂
に
観
音
を
合
祀
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
誤
電
に
入
っ
て
か
ら

著
わ
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
天
王
顕
聖
心
』
の
天
妃
誕
降
本
伝
に
次
の
よ
う
に

説
か
れ
て
い
る
。

　
　
（
林
）
孚
の
子
、
惟
懇
、
誰
は
　
、
都
巡
官
た
り
、
即
ち
妃
の
父
な
り
、
…

　
　
王
氏
を
婆
り
男
一
に
ん
を
生
む
、
名
は
洪
毅
、
女
は
六
に
ん
、
妃
は
其
の
第
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六
乳
な
り
、
二
人
陰
か
に
善
を
行
ひ
、
皆
済
を
楽
し
み
て
、
観
音
大
士
を
敬

　
　
臥
す
、
父
、
年
四
旬
余
、
毎
に
一
子
の
単
弱
な
る
を
念
ひ
、
朝
夕
香
を
焚
き

　
　
て
天
に
祝
し
、
哲
胤
を
得
て
宗
支
と
為
さ
ん
こ
と
を
願
ふ
、
慶
笹
野
未
夏
六

　
　
月
聖
日
、
斎
戒
し
大
士
を
慶
讃
す
、
…
…
是
の
夜
、
王
氏
、
大
士
の
契
れ
に

　
　
告
ぐ
る
を
夢
む
、
口
く
、
爾
が
家
は
世
々
善
行
を
敦
く
す
、
上
帝
式
っ
て
佑

　
　
く
と
、
乃
ち
丸
薬
を
出
し
、
之
れ
に
示
し
て
云
く
、
此
れ
を
服
す
れ
ば
、
当

　
　
に
慈
済
の
既
を
得
べ
し
と
、
既
に
宿
む
、
款
畝
然
と
し
て
感
ず
る
所
有
る
が

　
　
如
し
、
遂
に
娠
む
、

こ
の
説
話
に
よ
れ
ば
、
天
妃
は
、
そ
の
両
親
が
観
音
に
帰
依
し
、
送
子
を
祈
願
し

た
結
果
、
授
け
ら
れ
た
観
音
の
申
し
子
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
右
の
話
の
続
き
に
、
次
の
年
、
宋
の
太
祖
の
建
隆
元
年
（
九
六
〇
）
三
月
二
十

三
日
の
夕
方
、
］
道
の
紅
光
が
西
北
よ
り
室
中
に
射
し
込
ん
だ
か
と
思
う
と
、
目

映
い
輝
き
が
し
、
異
香
が
た
ち
こ
め
、
突
然
王
氏
の
腹
が
震
え
て
、
す
ぐ
に
天
妃

が
寝
室
に
産
ま
れ
た
、
と
の
記
述
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
他
の
諸
書
に
は
記
録
さ

れ
て
い
な
い
天
妃
誕
生
の
細
か
い
時
間
や
、
そ
の
時
の
様
子
の
詳
し
い
描
写
が
み

ら
れ
る
。

　
こ
の
『
天
妃
顕
爵
録
』
の
作
者
や
制
作
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
類

の
誕
生
伝
説
は
、
時
間
的
に
距
離
が
開
け
ば
開
く
ほ
ど
、
よ
り
精
細
に
な
り
、
よ

り
増
幅
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
こ
れ
は
転
義
の
権
威
を
さ
ら
に
高

め
る
と
と
も
に
、
そ
の
信
仰
を
一
層
強
め
る
べ
く
、
潤
色
加
増
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
て
、
史
実
に
も
と
つ
く
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
と
も

か
く
、
実
際
の
信
仰
の
場
で
は
、
下
血
と
観
音
は
、
縁
故
の
深
い
神
格
と
み
な
さ

れ
、
あ
い
寄
り
添
う
か
た
ち
で
祀
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
日
の
台
湾
に
は
、
す
で
に
大
陸
で
は
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
嬌

祖
信
仰
が
、
な
お
生
き
た
姿
で
脈
々
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
台
南
の

北
港
に
あ
る
朝
天
宮
は
、
規
模
宏
荘
で
、
雍
筆
入
年
の
改
築
以
来
、
し
ば
し
ば
廟

宇
を
改
修
し
、
す
ぐ
れ
た
数
々
の
霊
験
課
を
と
も
な
っ
て
、
そ
の
名
声
は
台
湾
全

土
に
伝
わ
り
、
全
島
数
千
の
寺
廟
の
う
ち
で
、
最
も
多
く
の
信
者
を
集
め
て
い
る

と
言
わ
れ
る
。
本
星
の
祭
神
は
、
主
神
の
世
祖
の
ほ
か
、
嬌
祖
の
分
身
で
あ
る
、
、

祖
嬬
．
二
塁
・
三
二
娚
・
三
唱
・
副
田
隈
・
四
嬬
・
五
井
・
六
嬌
・
糖
郊
娚
・
太

平
娚
な
ど
十
体
が
配
祀
さ
れ
、
最
も
盛
ん
な
嬬
祖
廟
の
姿
を
今
に
伝
え
て
い
る
め
5
）

三

　
娚
祖
信
仰
は
、
遠
く
東
海
を
へ
だ
て
た
日
本
に
も
も
た
ら
さ
れ
た
。
周
知
の
よ

う
に
長
崎
市
内
に
は
、
こ
の
地
に
渡
来
し
た
中
国
人
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
、
い

わ
ゆ
る
唐
三
箇
寺
が
あ
る
。
興
福
・
福
済
・
崇
福
と
い
う
唐
墨
は
、
い
ず
れ
も
「
福
」

字
を
下
名
に
含
ん
で
い
る
た
め
に
、
あ
わ
せ
て
三
福
寺
と
も
称
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
お
く
れ
て
創
建
さ
れ
た
聖
福
寺
を
入
れ
て
、
唐
四
箇
寺
と
い
う
場
合
も
あ
か
而
）

　
元
和
六
年
（
■
馬
櫛
○
）
、
南
京
地
方
の
出
身
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
ま
ず
興
福
寺

が
建
立
さ
れ
た
。
つ
づ
い
て
潭
州
（
福
建
省
）
地
方
の
人
々
に
よ
っ
て
福
済
寺
が
、

さ
ら
に
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
に
、
福
州
（
福
建
省
）
地
方
の
人
々
に
よ
っ
て

崇
福
寺
が
、
あ
い
つ
い
で
建
立
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
地
に
ち
な
ん
で
、
興

福
寺
を
南
京
寺
、
福
済
寺
を
潭
州
寺
、
崇
福
寺
を
愚
輩
寺
、
と
も
呼
ん
だ
。

　
当
時
、
耶
蘇
の
禁
令
が
布
か
れ
、
そ
の
残
党
の
追
及
が
日
ま
し
に
厳
し
さ
を
加

え
て
い
た
が
、
身
重
た
ち
の
間
に
も
キ
リ
シ
タ
ン
が
ひ
そ
ん
で
い
惹
と
の
風
聞
が

伝
わ
り
、
唐
人
た
ち
も
公
儀
の
取
調
べ
を
受
け
た
。
累
の
及
ぶ
の
を
恐
れ
た
唐
人

た
ち
は
、
耶
蘇
の
邪
教
を
信
じ
て
い
な
い
証
し
と
し
て
、
あ
わ
せ
て
祖
先
の
供
養

の
た
め
に
、
寺
の
建
立
を
思
い
立
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
崇
福
寺
の
開
基
、
志
州
人
の
超
然
は
、
長
崎
在
留
の
同
郷
人
た
ち
に
招

請
さ
れ
て
渡
来
し
た
僧
侶
で
あ
る
が
、
そ
の
法
系
は
明
ら
か
で
な
く
、
嗣
法
の
純
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で
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
禅
の
修
行
を
積
ん
だ
人
物
で
あ
る

こ
と
は
確
か
で
、
崇
福
寺
が
禅
宗
寺
院
と
し
て
開
創
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
三
代
住
持
、
道
者
は
、
隠
元
の
法
弟
立
憲
の
弟
子
で
あ
り
、
ま
た
、
承
応
三
年

（一

Z
五
四
）
、
長
崎
に
来
て
同
寺
に
入
っ
た
隠
元
は
、
自
分
た
ち
こ
そ
が
臨
済
禅

宗
の
直
系
だ
と
自
負
し
、
そ
の
後
同
寺
は
隠
元
の
法
系
の
僧
し
か
晋
山
で
き
な
か

っ
た
。
彼
ら
は
み
ず
か
ら
臨
済
正
宗
、
臨
済
正
夢
、
あ
る
い
は
臨
済
正
伝
と
称
し
、

世
人
は
法
脈
や
綱
紀
の
乱
れ
た
京
都
等
の
臨
済
宗
諸
派
と
区
別
す
る
意
味
で
、
同

寺
を
禅
宗
黄
塵
派
と
呼
ん
で
い
た
。
享
保
年
間
ま
で
は
、
長
崎
の
唐
三
箇
寺
の
住

持
の
な
か
か
ら
、
宇
治
黄
葉
山
の
住
持
が
選
ば
れ
る
慣
例
に
な
っ
て
い
た
。
崇
福

寺
が
、
長
崎
の
他
の
唐
寺
と
と
も
に
、
宇
治
黄
漿
山
を
本
山
と
す
る
黄
葉
宗
の
末

寺
と
し
て
系
列
化
さ
れ
た
の
は
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

享
保
年
間
に
、
唐
僧
の
渡
来
が
絶
え
る
ま
で
は
、
す
べ
て
唐
僧
が
住
持
を
務
め
、

全
く
中
国
式
の
修
業
や
寺
院
運
営
が
な
さ
れ
て
き
た
。
従
っ
て
、
当
時
の
中
国
の

禅
宗
寺
院
の
雰
囲
気
が
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
長
崎
に
運
ば
れ
て
き
て
い
た
の
で

あ
る
。

　
ま
た
、
興
福
寺
は
、
江
西
の
人
、
真
円
に
よ
っ
て
、
元
和
六
年
（
一
六
二
〇
）

に
創
建
さ
れ
た
。
三
代
住
持
、
唐
僧
の
逸
然
の
招
請
に
よ
っ
て
来
日
し
た
隠
元
は
、

帯
同
し
た
弟
子
二
〇
人
と
と
も
に
、
ま
ず
こ
の
興
福
寺
に
滞
在
し
た
。
崇
福
寺
と

同
じ
く
、
こ
の
寺
も
初
代
か
ら
九
代
ま
で
、
す
べ
て
唐
僧
が
住
持
を
務
め
た
臨
済

宗
の
寺
院
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
ま
で
、
や
や
立
ち
入
っ
て
崇
福
寺
や
興
福
寺
の
沿
革
に
言
及
し
て
き
た
の

は
、
こ
の
首
骨
を
は
じ
め
、
他
の
唐
寺
も
、
そ
の
創
建
当
初
か
ら
、
臨
済
系
の
禅

宗
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
ま
ず
確
認
し
て
お
き
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
崇
福
寺
を
は
じ
め
と
す
る
長
崎
の
唐
寺
の
大
き
な
特
色
の
一
つ
は
、

い
ず
れ
も
禅
宗
寺
院
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
境
内
に
合
足
を
祀
る
堂
宇
を
備
え
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
福
済
寺
は
、
昭
和
二
〇
年
、
原
爆
の
投
下
に
よ
っ
て
、

建
物
や
寺
什
の
一
切
を
焼
失
し
、
娚
祖
堂
（
青
蓮
堂
）
も
鳥
有
に
帰
し
た
。

　
興
福
寺
の
嬬
祖
堂
は
、
堂
前
に
「
海
天
司
命
」
と
大
書
さ
れ
た
扁
額
を
掲
げ
て

い
る
と
こ
ろ
が
ら
、
海
百
司
腰
丈
と
も
称
さ
れ
て
い
る
。
現
存
の
建
物
は
、
寛
文

三
年
（
一
六
六
三
）
の
市
中
の
火
災
直
後
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
建
築

様
式
は
和
風
を
基
調
と
し
て
い
る
。
堂
内
正
面
に
、
天
上
聖
母
菩
薩
、
す
な
わ
ち

嬌
祖
が
安
置
さ
れ
、
そ
の
右
に
千
里
眼
（
楽
節
）
、
そ
の
左
に
順
風
耳
（
青
鬼
）
が
、

脇
立
と
し
て
添
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
右
端
に
三
官
大
帝
菩
薩
、
す
な
わ
ち

天
漢
、
地
官
、
水
官
の
三
層
を
、
ま
た
、
左
端
に
関
聖
大
帝
菩
薩
を
、
そ
れ
ぞ
れ

配
し
て
い
る
。
堂
内
に
掲
げ
る
「
海
天
美
福
主
」
と
題
す
る
大
額
は
、
寛
文
一
〇

年
（
一
六
七
〇
）
、
第
四
代
住
持
道
亮
の
頃
の
も
の
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
今
日
の
崇
福
寺
の
本
堂
は
、
大
雄
宝
殿
で
あ
る
が
、
も
と
よ
り
大
雄
と

は
釈
迦
を
さ
し
、
釈
迦
三
尊
像
が
こ
こ
の
本
尊
で
あ
る
。
大
雄
宝
殿
の
背
後
に
、

も
と
は
禅
堂
で
あ
っ
た
開
山
堂
が
あ
り
、
そ
の
向
っ
て
右
側
に
嬌
祖
堂
が
位
置
し
、

渡
り
廊
下
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
今
で
こ
そ
、
嬬
祖
堂
は
、
そ
の
伽
藍
配
置
か
ら
も
画
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
決
し

て
こ
の
寺
院
の
中
心
的
存
在
で
は
な
い
。
し
か
し
、
崇
福
寺
草
創
時
、
最
初
に
建

造
さ
れ
た
堂
宇
が
、
こ
の
嬌
祖
堂
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
、
む
し
ろ
嬌
祖
堂
が
、
当

初
そ
の
主
役
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
嬌
祖
堂
は
、
そ
の
前
方
に
石
だ
だ

み
を
は
さ
ん
で
嬌
祖
堂
門
を
備
え
て
お
り
、
往
時
は
独
立
し
た
区
画
で
あ
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
国
内
で
現
存
す
る
嬌
祖
堂
門
は
、
唯
一
こ
こ
だ
け
で
、

そ
の
建
築
様
式
は
、
嬌
祖
堂
と
同
じ
く
、
単
層
入
母
屋
造
り
、
桟
瓦
葺
で
、
表
側

は
い
わ
ゆ
る
黄
昏
天
井
と
な
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
崇
福
寺
と
い
う
寺
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
寺
伝
を
含
め

て
一
切
言
及
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
崇
福
寺
の
建
設
が
、
他
の
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堂
宇
に
先
が
け
て
、
ま
ず
嬬
祖
堂
か
ら
始
め
ら
れ
た
と
い
う
事
実
に
着
目
す
る
と

き
、
そ
の
寺
名
の
命
名
に
つ
い
て
、
思
い
当
た
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
嬌
祖
が
、
紹
興
二
五
年
間
一
一
五
五
）
に
、

初
め
て
高
恩
か
ら
謹
号
を
賜
わ
っ
た
が
、
そ
の
封
号
が
「
崇
福
夫
人
」
で
あ
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
さ
ら
に
紹
興
二
九
年
（
＝
五
九
）
に
は
、
「
崇
福
霊
恵
昭
応
夫
人
」

に
封
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
年
、
『
請
田
心
志
』
に
よ
れ
ば
、
江
口
の
海
冠
が
嵩
置

を
き
わ
め
た
が
、
娚
祖
が
風
に
駕
し
て
現
わ
れ
、
そ
れ
を
一
掃
し
て
去
っ
た
。
さ

ら
に
そ
の
年
に
疫
瘍
が
流
行
し
た
が
、
嬌
祖
の
下
し
た
霊
験
に
よ
り
疫
腐
が
答
え

た
た
め
、
そ
の
封
号
が
加
え
ら
れ
た
と
い
う
。

　
ま
た
、
宋
の
謀
略
の
『
夷
堅
志
』
支
閉
門
第
一
、
「
浮
唾
妃
祠
」
の
項
に
、

　
　
紹
煕
三
年
（
一
一
九
二
）
、
福
州
の
葉
隠
立
之
、
番
禺
量
り
海
に
淀
び
て
郷
に

　
　
還
る
、
舟
、
蒲
田
の
境
な
る
浮
，
畷
湾
に
陰
る
、
未
だ
出
港
に
及
ば
ざ
る
に
、

　
　
或
人
来
た
り
て
告
ぐ
、
賊
船
六
隻
有
り
て
近
洋
に
在
り
、
去
皿
ぞ
脱
計
を
謀
ら

　
　
ざ
る
と
、
是
こ
に
於
い
て
舟
師
、
崇
福
夫
蒔
直
に
詣
り
て
救
護
を
求
む
、
…

　
　
此
の
夫
人
は
今
進
ん
で
妃
と
為
る
と
云
ふ
、

と
あ
り
、
そ
の
当
時
、
福
州
の
萬
田
地
方
で
は
、
娚
祖
を
崇
福
夫
人
と
称
し
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
と
、
長
崎
に
渡
来
し
た
芸
州
人
が
自
分
た

ち
の
建
立
し
た
寺
廟
に
崇
福
寺
と
命
名
し
た
こ
と
と
を
遽
か
に
結
び
つ
け
る
こ
と

は
牽
強
附
会
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
、
あ
な
が
ち
無
縁
だ
と
言
い
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

る
こ
と
も
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
崇
福
寺
開
創
時
の
檀
越
た
ち
は
、
福
州
を
中
心
と
し
て
、
東
は
長

崎
、
西
は
遠
く
東
京
、
す
な
わ
ち
今
日
の
ベ
ト
ナ
ム
に
至
る
ま
で
、
広
範
囲
に
貿

易
を
営
む
商
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
当
時
の
有
力
な
檀
越
の
↓
人
、
優
勢
玉
夫
妻
の

墓
が
、
今
も
な
お
三
門
か
ら
第
】
峰
門
に
登
る
石
段
の
途
中
の
左
側
に
残
さ
れ
て

い
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
危
険
の
多
い
航
海
を
い
か
に
安
全
に
乗
り
切
る
か
は
、

何
よ
り
も
優
先
す
る
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。

　
当
時
の
貿
易
船
の
常
と
し
て
、
そ
の
船
内
に
嬬
祖
像
を
安
置
し
て
い
た
が
、
目

的
地
の
港
町
に
到
着
す
る
と
、
ま
ず
娚
祖
像
を
船
か
ら
揚
げ
、
陸
地
の
し
か
る
べ

き
寺
廟
に
移
し
、
停
泊
の
期
間
中
は
、
嬌
祖
が
そ
こ
で
航
海
の
疲
れ
を
い
や
す
よ

う
に
と
配
慮
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
儀
式
は
、
「
ボ
サ
ア
ゲ
」
と
呼
ば
れ
、
『
長
崎
名

勝
図
絵
』
に
も
そ
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
「
ボ
サ
ア
ゲ
」
と
い
う
呼
び
方
は
、
中
国
人
が
娚
祖
を
「
ボ
ソ
」
と
発
音
し
た

が
、
そ
れ
が
等
し
て
や
が
て
「
ボ
サ
」
に
な
っ
た
と
こ
ろ
が
ら
出
て
き
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
証
拠
に
、
『
唐
船
蘭
船
長
崎
入
港
便
覧
』
に
は
、
「
唐
船
湊
に
入
て
後
、

嫉
姐
揚
げ
と
い
ふ
こ
と
あ
り
」
と
あ
っ
て
、
「
ボ
サ
ア
ゲ
」
に
「
嬌
姐
（
祖
）
揚
げ
」

の
字
を
充
て
て
い
る
。
し
か
し
、
一
般
に
は
「
菩
薩
揚
げ
」
の
字
を
充
て
る
の
が

普
通
で
あ
る
。
ち
な
み
に
崇
福
寺
で
は
、
嬌
祖
堂
を
菩
薩
堂
と
も
書
き
、
嬌
祖
堂

門
を
「
ボ
サ
モ
ン
」
と
も
呼
ん
で
い
る
。

　
ま
た
興
福
寺
の
婿
祖
堂
で
は
、
心
痛
を
「
天
上
聖
母
菩
薩
」
と
し
て
祀
り
、
崇

福
寺
で
は
、
嬌
祖
を
「
天
后
聖
母
」
「
天
満
」
「
菩
薩
」
と
も
称
し
て
い
る
。
い
ず
れ

も
嬬
祖
を
菩
薩
と
し
て
捉
え
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
嬬
祖
の
信
仰

が
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
最
初
か
ら
、
嬬
祖
が
、
仏
教
系
の
一
菩
薩
と
し
て
完
全
に

仏
教
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　
一
般
庶
民
の
実
際
の
信
仰
の
地
平
に
お
い
て
は
、
本
来
そ
の
系
統
を
異
に
す
る

神
仏
が
、
何
の
抵
抗
も
な
く
渾
然
と
融
合
し
た
か
た
ち
で
受
容
さ
れ
る
こ
と
は
、

し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
。
崇
福
寺
を
は
じ
め
と
す
る
唐
寺
が
、
最
初
か
ら
は
っ

き
り
と
禅
宗
寺
院
と
し
て
出
発
し
て
お
り
な
が
ら
、
中
国
の
一
地
方
の
民
間
信
仰

か
ら
出
て
き
た
嬌
祖
を
、
異
和
感
を
示
さ
ず
内
側
に
包
み
こ
ん
で
い
る
の
も
、
そ

の
一
例
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
融
合
化
の
傾
向
は
、
日
本
に
お
い
て
初
め
て
現
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
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す
で
に
中
国
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
中
国
の
宗
教
の
特
色
の
一
つ
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
神
仏
の
同
時
存
在
を
許
す
、
い
わ
ゆ
る
多
神
教
的
性
格
を
有
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
、
と
言
わ
れ
る
。
元
明
以
来
、
三
教
同
源
思
想
が
唱
え
ら
れ
、
三

教
の
い
ず
れ
か
が
主
導
権
を
握
り
な
が
ら
、
諸
々
の
神
仏
を
そ
の
支
配
下
に
吸
収

し
整
序
し
て
、
そ
の
組
織
化
を
は
か
る
動
き
が
展
開
さ
れ
て
き
た
が
、
唯
一
神
を

お
し
立
て
て
、
他
の
諸
神
仏
を
排
除
す
る
動
き
は
、
普
通
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

　
そ
れ
は
さ
て
、
崇
福
寺
の
嬬
祖
堂
の
内
部
に
は
、
正
面
に
精
巧
な
女
体
に
造
ら

れ
た
嬌
神
像
が
、
美
し
い
錦
の
衣
裳
を
襲
ね
着
し
、
椅
子
に
腰
か
け
て
い
る
。
そ

の
両
脇
に
一
体
ず
つ
侍
女
が
立
っ
て
寄
り
そ
い
、
書
壇
に
大
道
公
（
地
平
）
、
右
筆

に
九
鯉
湖
八
仙
（
水
官
）
そ
の
他
の
諸
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
方
の
敷

瓦
の
上
に
、
向
っ
て
右
に
、
左
手
を
耳
に
あ
て
聞
き
耳
を
た
て
る
赤
面
の
順
風
耳
、

向
っ
て
左
に
、
左
手
を
か
ざ
し
て
遠
方
を
凝
視
す
る
青
面
の
千
里
眼
と
が
立
ち
は

だ
か
っ
て
嬌
祖
を
警
護
し
て
い
る
。
車
内
の
左
右
に
し
つ
ら
え
ら
れ
た
娚
祖
棚
（
ぼ

さ
だ
な
）
は
、
「
ボ
サ
ア
ゲ
」
し
た
嬬
祖
を
安
置
七
た
場
所
で
あ
る
。

　
堂
の
内
外
に
は
、
数
多
く
の
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
外
耳
の
正
面
に
は
、

「
高
登
彼
岸
」
「
万
里
安
瀾
」
の
扁
額
が
重
な
り
、
左
右
の
柱
に
、
当
寺
中
興
の
祖
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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即
非
の
筆
に
な
る
「
中
層
登
宝
所
」
「
慈
愛
見
婆
心
」
の
聯
額
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。

堂
内
に
は
、
正
面
に
「
海
不
揚
波
」
の
扁
額
が
、
左
右
の
柱
に
「
膿
下
心
以
済
人

登
下
席
波
濤
之
上
」
「
乗
坤
徳
而
習
炊
駕
津
梁
天
海
之
中
」
の
柱
聯
が
下
が
る
が
、

い
ず
れ
も
崇
福
寺
の
建
立
、
維
持
に
尽
く
し
た
檀
越
の
一
人
、
芝
之
淡
め
手
蹟
と

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
い
ず
れ
の
文
面
に
お
い
て
も
、
嬌
祖
に
向
っ
て
航
海
の
無
事
を
祈
請
す
る

信
者
た
ち
の
厚
い
信
仰
心
が
、
投
影
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

嬬
祖
の
本
拠
地
で
あ
る
福
州
の
人
の
手
に
よ
っ
て
立
さ
れ
た
崇
福
寺
が
、
唐
三
箇

寺
の
う
ち
で
、
最
も
嬌
祖
を
祀
る
こ
と
に
熱
心
で
あ
る
の
は
、
娚
祖
の
結
構
の
盛

大
な
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
、
そ
の
祭
り
を
今
日
な
お
賑
や
か
に
存
続
さ
せ

て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
窺
わ
れ
る
。

　
嬬
祖
祭
は
、
幕
末
ま
で
、
年
に
三
度
、
三
月
・
七
月
・
九
月
の
各
二
三
日
に
、

唐
三
箇
寺
が
輪
番
で
行
っ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
、
旧
暦
の
三
月
二
三
日
に
、
崇

福
寺
に
お
い
て
の
み
華
僑
の
手
で
続
け
ら
れ
て
い
る
。
三
月
二
三
日
に
嬬
祖
の
祭

り
が
行
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
日
が
そ
の
誕
生
日
に
あ
た
る
と
さ
れ
て
き
た
か
ら
で

あ
る
。
長
崎
奉
行
を
つ
と
め
た
中
川
忠
英
の
『
群
俗
紀
聞
』
は
、
寛
政
年
間
（
一

八
世
紀
末
）
、
長
崎
に
来
訪
し
た
漸
江
・
福
建
の
人
々
か
ら
聴
取
し
た
か
の
地
の
風

俗
を
、
日
本
人
の
絵
師
に
描
か
せ
、
そ
れ
に
解
説
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ

の
中
に
も
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

　
　
三
月
二
十
三
日
、
挙
挙
聖
母
誕
日
の
祭
り
あ
り
、
…
も
っ
と
も
四
神
ゆ
ゑ
、

　
　
走
洋
の
人
は
都
て
信
仰
し
、
家
内
の
庁
堂
あ
る
い
は
外
の
間
に
て
も
、
清
浄

　
　
な
る
所
に
神
像
を
安
置
し
、
香
・
燭
・
菓
子
・
他
物
等
を
種
々
相
へ
祭
る
な

　
　
り
、

こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
舟
航
に
従
事
す
る
人
々
は
、
こ
ぞ
っ
て
藩
祖
を
信
仰
し
、

各
家
庭
の
中
で
も
神
像
を
祀
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
天
導
引
聖
録
』
の
中
に
は
、
嬬
祖
が
観

音
の
化
身
だ
と
す
る
説
話
が
記
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
説
話
は
、
日
本
で
は
、

娚
祖
が
伝
え
ら
れ
た
当
初
か
ら
信
ぜ
ら
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
享
保
四
年
目
一
七

一
九
）
、
西
川
如
見
が
著
わ
し
た
『
長
崎
夜
話
草
』
に
、

　
　
福
建
の
南
海
に
甫
田
と
い
ふ
所
あ
り
、
此
浦
の
漁
家
林
氏
の
娘
生
れ
て
霊
異

　
　
あ
り
、
十
重
歳
に
し
て
我
は
則
ち
海
神
の
化
身
な
り
、
海
洋
に
入
り
て
往
来

　
　
の
船
を
守
護
す
べ
し
と
て
忽
ち
海
水
に
没
死
す
、
則
ち
甫
（
蓄
）
田
に
廟
社

　
　
を
建
て
て
華
燭
と
崇
め
祭
り
て
今
に
あ
り
、
大
明
の
天
子
よ
り
天
批
老
嬬
の

　
　
国
号
を
賜
り
、
観
音
の
化
身
と
し
て
唐
土
の
黒
船
甚
だ
尊
敬
す
、
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と
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
裏
づ
け
て
い
る
。
嬬
祖
を
祀
る
寺
廟
は
、
そ
の
二
仏
と
し

て
の
観
音
を
併
せ
て
祀
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
長
崎
の
唐
寺
も
そ
れ
を
踏
襲
し

て
い
る
。

　
今
日
の
崇
福
寺
に
は
、
大
雄
宝
殿
と
向
い
あ
う
か
た
ち
で
護
法
堂
が
配
置
さ
れ

て
い
る
。
護
法
堂
は
内
部
が
三
つ
に
区
分
さ
れ
、
向
っ
て
右
が
関
帝
堂
、
向
っ
て

左
が
天
王
殿
（
車
駄
殿
）
、
そ
し
て
真
中
が
観
音
堂
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
安
置
さ
れ

て
い
る
観
音
像
は
、
も
と
も
と
禅
堂
に
祀
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
禅
堂
が
廃
さ
れ

て
開
山
堂
に
な
っ
た
と
き
、
こ
こ
に
移
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
開
山
堂

の
外
廊
に
は
、
「
法
海
慈
航
」
の
扁
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
慈
航
大

士
」
と
し
て
の
観
音
を
安
置
し
て
い
た
禅
堂
時
代
の
名
残
り
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
興
福
寺
の
本
堂
で
あ
る
大
雄
宝
殿
の
本
尊
は
も
と
よ
り
釈
迦
如
来
で
あ

る
が
、
脇
立
は
調
書
観
音
菩
薩
で
あ
り
、
や
は
り
こ
こ
で
も
嬌
祖
と
と
も
に
観
音

が
併
せ
祀
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
本
堂
の
外
廊
の
正
面
に
は
、
「
航
海
慈
雲
」
の

大
額
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
当
寺
が
ま
た
航
海
を
業
と
す
る
人

々
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

　
航
海
の
安
全
を
確
保
し
た
い
と
願
う
民
衆
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
御
利
益
さ
え
受

け
ら
れ
れ
ば
、
観
音
で
あ
れ
、
中
子
で
あ
れ
、
い
ず
れ
で
も
よ
か
っ
た
の
で
あ
り
、

神
仏
の
素
姓
や
戸
籍
を
調
べ
て
区
別
す
る
考
え
も
な
く
、
ま
た
、
そ
の
必
要
も
毛

頭
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

四

　
観
音
菩
薩
は
、
一
心
に
人
が
そ
の
名
号
を
称
え
る
と
、
そ
の
音
声
を
観
じ
て
、

た
だ
ち
に
そ
の
者
の
あ
ら
ゆ
る
災
厄
や
苦
難
を
解
除
す
る
力
を
備
え
て
い
る
。
ま

た
、
そ
の
時
そ
の
場
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
相
手
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
姿
を
示

現
す
る
が
、
普
通
は
三
三
の
身
相
を
示
す
と
さ
れ
る
。
『
妙
法
蓮
華
経
』
観
世
音
菩

薩
普
門
品
、
す
な
わ
ち
俗
に
い
う
『
観
音
経
』
に
は
、
そ
の
威
神
力
に
よ
っ
て
免

れ
る
こ
と
の
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
や
、
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る

種
々
の
福
徳
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
そ
の
、
一
節
に
、

　
　
若
し
是
の
観
世
菩
薩
の
名
を
持
す
る
者
有
り
て
、
設
ひ
大
火
に
入
る
も
、
火

　
　
も
焼
く
こ
と
能
は
ず
、
是
の
菩
薩
の
威
神
力
に
由
る
が
故
な
り
、
若
し
大
水

　
　
の
漂
は
す
所
と
為
る
も
、
其
の
名
号
を
称
す
れ
ば
、
即
ち
浅
き
処
を
得
ん
、

と
あ
り
、
観
音
菩
薩
の
名
号
を
称
え
さ
え
ず
れ
ば
、
誰
で
も
た
ち
ど
こ
ろ
に
火
難

や
水
難
か
ら
救
わ
れ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
・

　
『
観
音
経
』
は
、
一
般
庶
民
に
も
極
め
て
わ
か
り
や
す
い
現
世
利
益
の
教
え
を

説
い
て
い
る
た
め
、
そ
れ
に
も
と
つ
く
観
音
信
仰
は
、
現
世
主
義
的
な
中
国
人
の

好
尚
に
よ
く
適
合
し
、
す
で
に
六
朝
時
代
か
ら
広
い
範
囲
で
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い

た
。
そ
れ
は
、
民
衆
の
実
際
の
信
仰
体
験
を
つ
づ
っ
た
各
種
の
観
音
霊
験
諌
が
、

多
く
世
に
出
て
い
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

　
そ
の
最
も
早
い
も
の
と
し
て
、
六
朝
時
代
の
観
音
信
仰
の
具
体
的
事
例
を
集
め

た
書
物
に
、
宋
の
傅
亮
の
『
光
世
音
応
験
記
』
、
宋
の
張
演
の
『
続
光
世
音
応
験
記
』
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
観
音
は
、
世
に
光
を

斉
の
陸
島
の
『
繋
観
世
音
広
験
記
』
な
ど
が
あ
る
。

与
え
る
名
（
音
）
の
持
ち
・
王
と
い
う
意
味
で
、
古
く
は
光
世
音
と
も
訳
さ
れ
、
ま

た
、
な
や
め
る
衆
生
（
世
）
の
音
声
を
観
ず
る
も
の
と
い
う
意
味
で
観
世
音
と
も

訳
さ
れ
た
。

　
そ
の
中
で
、
い
ま
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
観
音
に
よ
っ
て
、
水
難
や
船
難
か

ら
救
わ
れ
た
と
い
う
説
話
が
頻
り
に
出
て
く
る
点
で
あ
る
。
ま
ず
、
『
光
世
音
応
験

記
』
は
、
す
べ
て
七
ヶ
条
か
ら
な
る
が
、
そ
の
第
六
条
に
、
至
心
に
光
世
音
を
呼

ん
で
船
難
よ
り
免
が
れ
た
話
を
載
せ
て
い
る
。
そ
れ
を
引
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ

　
　
毒
血
な
る
者
は
、
榔
郡
の
人
な
り
、
常
て
東
陽
に
至
り
、
還
り
て
定
山
を
経

　
　
た
り
、
舟
人
慣
れ
ず
、
誤
り
て
洞
濃
の
中
に
堕
つ
、
学
年
の
間
に
遊
則
し
、
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ま
と

　
　
垂
ん
ど
沈
没
せ
ん
と
欲
す
、
栄
復
た
計
な
し
、
唯
だ
至
心
に
光
世
音
を
呼
ぶ
、

　
　
斯
須
の
間
に
、
数
十
人
力
を
斉
へ
て
船
を
卜
す
る
者
有
る
が
如
し
、
野
中
に

　
　
涌
出
し
て
、
憩
流
に
還
り
得
た
り
、
江
に
沿
ひ
て
還
た
下
だ
る
、
日
已
に
暮

　
　
に
向
ひ
、
天
大
い
に
陰
闇
た
り
、
風
雨
甚
だ
駿
く
、
向
ふ
所
を
知
ら
ず
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ば
ら

　
　
濤
浪
転
た
盛
ん
な
り
、
栄
、
経
を
臆
し
て
口
に
綴
め
ず
、
穿
く
有
り
て
山
頭

　
　
を
望
見
す
る
に
、
火
光
の
赫
然
た
る
有
り
、
施
を
廻
ら
し
て
要
れ
に
趣
き
、

　
　
逞
ち
に
浦
に
還
る
を
得
、
船
を
挙
げ
て
安
穏
た
り
、
既
に
至
れ
ば
h
亦
た
復

　
　
た
光
を
見
ず
、
同
旅
畏
れ
を
異
と
し
、
人
火
に
非
ざ
る
を
疑
ふ
、
明
旦
、
浦

　
　
中
の
人
に
問
ふ
、
昨
夜
山
上
は
逸
れ
何
の
火
光
ぞ
と
、
忌
服
愕
然
と
し
て
曰

　
　
く
、
昨
は
風
雨
辛
く
の
如
し
、
量
に
火
の
理
有
ら
ん
や
、
吾
等
並
び
に
見
ず

　
　
と
、
然
る
後
に
其
の
神
光
た
る
を
了
せ
り
、

す
で
に
、
南
北
朝
宋
の
時
代
か
ら
、
実
際
に
観
音
が
そ
の
霊
能
に
よ
っ
て
、
そ
の

名
を
称
え
る
人
を
船
難
か
ら
救
出
す
る
と
、
人
々
が
信
じ
て
い
た
こ
と
を
、
こ
の

説
話
は
物
語
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
沈
没
せ
ん
と
す
る
船
を
数
十

人
が
力
を
揃
え
て
持
ち
上
げ
る
よ
う
だ
、
と
す
る
表
現
や
、
山
上
の
火
光
が
船
に

進
路
を
教
え
る
と
い
う
筋
書
き
が
、
さ
き
に
述
べ
た
娚
祖
霊
験
課
の
筆
致
と
極
め

て
類
似
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
ま
た
、
『
続
光
世
音
応
験
記
』
は
、
す
べ
て
十
ヶ
条
か
ら
な
る
が
、
そ
の
第
十
条

に
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
平
原
の
人
韓
当
、
嘗
て
早
業
河
を
通
れ
り
、
中
流
に
て
舟
溺
る
、
便
ち
光
世

　
　
音
を
称
す
、
尋
い
で
水
中
に
白
物
の
龍
の
如
き
形
有
る
を
見
る
、
流
れ
静
ま

　
　
り
、
風
塘
み
、
俄
に
し
て
岸
に
至
る
、
言
挙
か
に
膝
に
至
る
、
遂
に
沙
（
裟
）

　
　
を
掲
げ
て
煮
る
、

こ
の
話
で
は
、
観
音
が
白
龍
の
姿
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
溺
れ
る
人
を
救
う
が
、
水

の
神
と
し
て
の
龍
神
と
観
音
と
の
結
合
が
、
そ
こ
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
注
目
さ

れ
る
。

　
さ
ら
に
、
『
繋
観
世
音
応
験
記
』
に
な
る
と
、
す
べ
て
六
九
ヶ
条
の
う
ち
、
実
に

十
ヶ
条
が
な
ん
ら
か
の
か
た
ち
で
、
船
難
や
水
難
に
関
係
し
た
内
容
の
話
に
な
っ

て
く
る
。
い
ま
は
具
体
的
な
内
容
に
は
ふ
れ
な
い
が
、
遭
難
の
場
所
は
、
海
、
河

川
、
湖
と
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
登
場
人
物
は
、
僧
侶
、
役
人
、
商
人
、
漁
師
、
兵

士
、
役
人
の
母
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
の
信
者
層
が
拡
大
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
観
音
信
者
で
あ
っ
た
北
斉
の
王
琉
の
『
賃
量
記
』
、

宋
の
劉
義
甲
の
『
啓
発
記
』
な
ど
に
も
多
く
の
観
音
霊
験
課
を
載
せ
て
お
り
、
観

音
信
仰
が
南
北
朝
に
急
速
に
普
及
し
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
話
題
を
転
じ
て
、
北
野
神
葬
（
一
〇
六
七
1
八
五
）
の
初
め
、
河

南
省
汝
水
の
上
流
に
あ
る
香
山
で
は
、
古
く
か
ら
あ
る
寺
塔
の
修
建
事
業
が
行
わ

れ
、
一
二
世
紀
の
初
頭
に
は
、
香
山
を
観
音
の
聖
地
と
し
て
宣
伝
し
繁
栄
さ
せ
よ

う
と
す
る
企
て
が
な
さ
れ
た
。
塚
本
善
隆
氏
の
説
に
従
え
ば
、
香
山
の
僧
の
依
頼

を
う
け
て
、
汝
州
知
事
で
あ
っ
た
蒋
之
奇
は
、
王
女
妙
善
が
香
山
で
成
道
し
て
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

音
菩
薩
に
な
っ
た
と
い
う
観
音
伝
を
作
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
1
）

　
そ
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
妙
荘
王
の
末
女
諸
善

は
、
父
の
命
に
そ
む
い
て
結
婚
を
拒
み
、
汝
州
香
山
白
鼠
寺
の
尼
と
な
っ
た
。
父

は
怒
っ
て
寺
を
焚
き
、
諸
尼
と
と
も
に
妙
絶
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
冥
界
に
入
っ

た
妙
善
は
や
が
て
蘇
生
し
、
仙
人
よ
り
仙
桃
を
授
け
ら
れ
、
香
山
に
入
っ
て
修
行

し
た
。
た
ま
た
ま
父
が
悪
疾
で
苦
し
ん
で
い
る
の
を
見
て
、
自
ら
の
手
と
眼
を
与

え
て
そ
の
難
い
を
治
し
、
成
道
し
て
観
音
菩
薩
と
な
り
、
父
を
は
じ
め
一
族
や
臣

民
を
帰
依
さ
せ
た
、
と
い
う
話
で
あ
る
。

　
こ
の
妙
善
の
香
山
成
道
物
語
は
、
婦
女
を
中
心
と
す
る
観
音
信
者
に
迎
え
ら
れ
、

一
二
世
紀
末
に
は
中
国
全
土
に
流
布
し
た
。
こ
の
物
語
を
材
料
に
し
て
、
些
末
明
初

に
、
民
衆
の
観
音
信
仰
と
講
唱
文
学
と
が
交
わ
っ
て
、
通
俗
仏
教
の
宣
伝
文
学
で
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あ
る
、
『
香
山
宝
巻
』
、
一
名
『
観
世
音
菩
薩
本
行
経
』
が
世
に
出
た
。
『
香
山
宝
巻
』

の
成
立
は
、
王
女
妙
善
の
観
音
説
を
社
会
に
定
着
さ
せ
る
結
果
を
も
た
ら
し
、
そ

れ
ま
で
は
必
ず
し
も
女
相
と
は
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
観
音
像
が
、
も
っ
ぱ
ら
美
し

い
女
相
で
あ
る
と
の
観
念
を
人
々
に
植
え
つ
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
一
方
、
開
封
よ
り
都
が
杭
州
に
遷
さ
れ
た
南
宋
の
初
め
ご
ろ
、
観
音
霊
場
と
し

て
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
も
の
に
、
杭
州
上
天
竺
と
寧
波
府
平
海
県

の
海
上
に
あ
る
補
陀
（
洛
迦
）
山
と
が
あ
る
。

　
海
上
交
通
の
要
衝
に
近
接
し
て
い
る
舟
山
列
島
の
普
玉
山
は
、
海
運
が
国
家
の

重
要
な
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
に
伴
い
、
漕
運
に
従
事
す
る
者
た
ち
の

信
仰
を
急
速
に
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
普
野
山
は
、
日
本
至
仁
鍔
が
五
台
山
よ

り
観
音
像
を
持
っ
て
国
に
帰
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
船
が
こ
の
島
で
坐
礁
し
た
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

め
、
像
を
こ
こ
に
安
置
し
観
音
院
を
建
て
た
と
い
う
伝
説
を
も
つ
島
で
あ
る
。
加

え
て
、
こ
の
島
は
、
『
華
厳
経
』
に
見
え
る
観
音
の
住
む
補
恒
辛
煮
山
の
説
に
結
び

つ
け
て
、
観
音
霊
地
と
し
て
宣
伝
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
観
音
は
古
く
か
ら
水
難
や
船
難
よ
り
人
々
を
救
う
力
が

あ
る
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き
た
が
、
普
陀
山
は
、
も
っ
ぱ
ら
海
上
交
通
の
守
護
神

の
い
る
、
貿
易
商
や
舟
乗
り
の
聖
地
と
し
て
不
動
の
地
位
を
固
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
辺
の
事
情
を
記
す
代
表
的
な
も
の
を
一
つ
挙
げ
れ
ば
、
『
仏
祖
統
記
』
巻

四
二
に
引
く
、
南
湖
道
下
の
『
草
庵
録
』
が
あ
る
。

　
　
（
補
陀
）
山
は
大
海
中
に
在
り
、
鄭
城
の
東
南
の
水
道
を
去
る
こ
と
六
百
里
、

　
　
即
ち
華
厳
の
い
わ
ゆ
る
南
海
の
岸
の
孤
絶
す
る
処
な
り
、
山
有
り
、
果
樹
落

　
　
迦
と
名
づ
く
、
観
音
菩
薩
は
其
の
中
に
住
む
な
り
、
…
其
の
山
に
潮
音
洞
有

　
　
り
、
海
潮
呑
吐
し
昼
夜
に
秤
笥
す
、
…
洞
を
去
る
こ
と
六
七
里
に
大
仁
中
有

　
　
り
、
是
れ
海
東
の
諸
国
朝
蜆
を
為
す
に
、
商
事
往
来
す
る
に
、
敬
を
致
し
誠

　
　
を
投
ず
れ
ば
、
済
ひ
を
獲
ざ
る
な
し
、

　
ま
た
、
杭
州
武
林
山
に
は
、
上
中
下
の
三
天
竺
寺
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
観
音
を

本
尊
と
し
、
北
宋
時
代
に
盛
ん
に
な
っ
た
。
杭
州
に
都
を
置
い
た
南
宋
の
時
代
に

な
る
と
朝
廷
の
尊
信
を
う
け
て
ま
す
ま
す
栄
え
、
と
く
に
上
天
竺
の
観
音
は
霊
験

あ
ら
た
か
だ
と
さ
れ
、
　
「
天
竺
進
香
」
と
称
す
る
江
蘇
・
漸
江
の
民
衆
の
参
詣
で
、

明
清
か
ら
民
国
時
代
に
か
け
て
も
、
股
賑
を
極
め
て
い
た
。
し
か
し
、
今
日
で
は
、

文
化
大
革
命
の
時
、
内
部
が
完
全
に
破
壊
さ
れ
、
残
さ
れ
た
外
側
の
建
物
は
、
工

場
や
倉
庫
に
転
用
さ
れ
、
見
る
か
げ
も
な
く
腐
朽
し
、
人
民
か
ら
忘
れ
ら
れ
、
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
V

し
く
地
名
に
そ
の
名
を
と
ど
め
る
だ
け
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
こ
に
至
っ
て
、
先
に
論
及
し
た
嬌
祖
と
、
こ
．
の
観
音
と
を
較
べ
考
え

合
わ
せ
て
み
る
と
、
多
く
の
共
通
性
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
福

建
の
豊
田
に
お
こ
っ
た
嬌
祖
は
、
当
初
よ
り
海
上
の
守
護
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
た

が
、
観
音
も
古
く
か
ら
人
人
を
水
難
か
ら
救
済
す
る
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
、

や
は
り
航
海
の
守
護
神
と
し
て
の
性
格
を
持
ち
あ
わ
せ
て
い
た
。
、
従
っ
て
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
両
者
の
信
者
に
は
、
と
も
に
貿
易
や
漕
運
や
漁
業
に
従
事
す
る
者

が
多
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
海
上
交
通
や
通
商
の
発
達
に
と
も
な
い
、
漸
江
ど
福
建
が
一
つ
の

通
商
圏
と
し
て
連
な
り
、
そ
れ
と
と
も
に
漸
江
を
主
た
る
地
盤
と
し
て
い
た
観
音

信
仰
と
、
福
建
を
中
心
の
地
盤
と
し
て
い
た
娚
祖
信
仰
と
が
、
そ
の
信
仰
圏
を
重

ね
あ
わ
す
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
職
能
の
上
で
、
多
く
の
共
通
性
を
具
え
た
娚
祖

と
観
音
は
、
朝
野
に
ま
た
が
っ
，
て
、
同
じ
信
者
層
に
迎
え
い
れ
ら
れ
、
と
き
に
は

並
祀
さ
れ
、
ま
た
と
き
に
は
習
合
し
て
一
つ
の
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と

も
生
じ
て
き
た
。
は
な
は
だ
し
き
は
、
嬌
祖
が
観
音
の
申
し
子
で
あ
る
と
め
習
合

説
話
ま
で
作
り
出
さ
れ
て
き
た
。

　
た
だ
こ
こ
で
、
両
者
を
結
合
す
る
媒
材
の
役
割
を
は
た
し
た
の
が
、
宋
朝
の
杭
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州
へ
の
遷
都
で
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
通
商

を
重
視
し
、
旨
、
そ
の
た
め
航
海
の
安
全
を
確
保
し
た
い
と
い
う
意
図
の
も
と
に
、
両

者
を
あ
わ
せ
て
尊
崇
し
た
宋
朝
の
政
策
も
、
両
者
を
接
近
さ
せ
る
に
あ
ず
か
っ
て

力
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
両
者
は
、
通
商
圏
の
拡
大
に
ど
も
な
っ
て
、
台
湾
や
日
本
の
例
に
見
た
よ
う
に
、

多
く
の
場
合
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
、
華
南
か
ら
外
に
向
っ
て
、
各
地
の
港
町
へ
急
速

に
そ
の
信
仰
圏
を
広
げ
て
い
っ
た
。
た
だ
注
意
す
べ
き
は
、
各
地
の
一
口
を
主
神

と
す
る
廟
堂
に
は
、
ぽ
と
ん
ど
の
場
合
、
観
音
が
添
わ
っ
て
い
、
る
の
に
対
し
て
、

観
音
を
主
神
と
す
る
寺
廟
に
は
、
必
ず
し
も
嬬
祖
が
並
祀
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
、

そ
こ
に
観
音
の
、
嬬
祖
に
対
す
る
優
位
性
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
ぎ
よ
う
。
つ
ま
・

り
、
．
そ
れ
は
仏
教
側
の
主
導
で
、
観
音
と
嬌
祖
と
の
習
合
化
が
進
め
ら
れ
た
こ
と

を
意
味
し
で
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
す
で
に
北
宋
の
時
代
か
ら
、
『
香
山
宝
達
』
な
ど
の
流
布
に
よ
っ
て
、
観

音
の
女
神
化
が
進
行
し
て
い
た
が
、
そ
れ
に
加
速
を
加
え
、
南
宋
の
時
代
に
、
女

神
と
し
て
の
観
音
の
確
立
を
促
し
た
の
は
、
女
神
で
あ
る
嬌
祖
の
影
響
で
は
な
か

っ
た
か
、
と
も
考
え
ぢ
れ
る
。

　
と
こ
ぢ
で
、
従
来
、
観
音
信
仰
は
主
と
し
て
仏
教
学
の
領
域
で
取
り
扱
わ
れ
、

他
方
、
嬌
祖
信
仰
は
も
っ
ぱ
ら
中
国
学
の
分
野
で
問
題
に
さ
れ
、
両
者
は
別
個
に

切
り
離
さ
れ
て
研
究
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
実
際
の
民
衆
の
信
仰
レ
ベ
ル
で
は
、

両
者
が
渾
然
と
融
合
し
て
い
る
の
を
み
る
と
き
、
両
者
を
分
断
し
て
研
究
し
て
い

る
限
り
（
こ
と
の
真
相
は
明
ら
か
に
な
っ
て
こ
な
い
ど
い
う
点
が
、
本
稿
の
主
張

の
一
つ
で
も
あ
る
。

「

（
1
）

32（
4
）

65（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）
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、
註

こ
の
、
書
は
、
清
の
宣
統
元
年
の
長
沙
葉
徳
輝
刊
本
を
影
印
し
た
も
の
が
、
民
国
六
九

年
台
北
の
聯
経
出
版
事
業
公
司
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。
同
書
一
八
六
一
七
頁
参
照
。

容
肇
祖
「
天
后
」
（
『
民
俗
』
第
四
一
・
二
期
、
民
国
一
入
年
）
所
引
。

増
田
福
太
郎
「
台
湾
の
宗
教
』
（
昭
和
一
四
年
刊
、
民
国
六
四
年
古
亭
書
屋
影
印
）
一

四
－
二
五
頁
参
照
。

増
田
福
太
郎
「
台
湾
本
島
人
の
宗
教
』
（
昭
和
一
〇
年
刊
、
民
国
六
四
年
古
亭
書
屋
影

印
）
六
六
頁
以
下
参
照
。

増
田
福
太
郎
『
台
湾
の
宗
教
」
一
六
八
頁
以
下
参
照
。

長
崎
唐
四
箇
寺
に
関
す
る
記
述
は
、
本
年
八
月
に
行
っ
た
現
地
調
査
に
も
と
づ
い
て

い
る
。
と
く
に
崇
福
寺
に
つ
い
て
は
、
同
寺
発
行
の
『
聖
寿
山
崇
福
寺
案
内
』
（
一
九

六
六
年
刊
）
に
よ
っ
．
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

福
済
寺
の
寺
各
に
つ
い
て
も
、
天
暦
二
年
（
＝
二
二
九
）
、
文
宗
が
護
国
庇
民
広
済
福

恵
明
著
天
妃
の
号
を
加
え
て
い
る
が
、
あ
る
い
は
こ
れ
と
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
今
は
そ
れ
を
指
摘
す
る
に
止
め
て
お
く
。

皇
運
は
、
明
の
万
暦
四
四
年
、
（
一
六
一
六
）
に
福
建
の
福
州
に
生
ま
れ
、
黄
彙
山
密

雲
に
法
を
う
け
、
次
い
で
隠
元
に
印
可
を
う
け
、
順
治
一
四
年
（
一
六
五
七
）
に
日

本
に
来
た
。
絵
画
に
も
通
じ
、
住
友
家
に
所
蔵
さ
れ
る
「
蓮
船
観
音
」
の
図
は
名
高

い
。
そ
の
遺
言
ど
お
り
に
火
葬
し
、
そ
の
骨
の
半
分
を
埋
め
た
即
非
舎
利
塔
が
、
崇

福
寺
に
現
存
す
る
。

牧
田
諦
亮
『
六
朝
二
二
観
世
音
応
験
記
の
研
究
』
（
昭
和
四
十
五
年
、
平
楽
寺
書
店
刊
）

参
照
。

塚
本
善
隆
「
近
世
シ
ナ
大
半
の
女
身
観
音
信
仰
」
（
昭
和
三
〇
年
「
山
口
博
士
還
暦
記

念
、
印
度
学
仏
教
学
論
叢
』
所
収
）
参
照
、

『
三
教
源
流
捜
神
大
全
』
（
註
「
1
）
甲
七
三
一
六
頁
参
照
。

『
中
国
仏
寺
史
志
彙
刊
』
第
一
輯
所
収
『
重
修
普
陀
山
志
』
（
一
九
八
○
年
、
r
台
北
、

明
文
書
局
印
行
）
一
四
四
頁
以
下
参
照
。
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（
1
3
）
　
昭
和
五
七
年
八
月
、
杭
州
を
旅
行
し
た
と
き
、
三
天
竺
を
調
査
し
た
。
現
在
、
上

　
　
　
天
竺
は
杭
州
自
動
化
儀
表
廠
、
杭
州
温
度
表
廠
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
建
物
の

　
　
　
外
形
だ
け
が
残
さ
れ
て
お
り
、
わ
ず
か
に
昔
日
の
繁
栄
の
跡
を
と
ど
め
て
い
る
。
中

　
　
　
天
竺
は
霊
隠
大
隊
五
七
綜
合
加
工
廠
と
な
っ
て
お
り
、
下
天
竺
は
倉
庫
に
使
用
さ
れ
、

　
　
　
い
ず
れ
も
建
物
は
腐
朽
し
倒
壊
寸
前
で
あ
っ
た
。
現
在
、
こ
の
周
辺
に
「
三
天
竺
」

　
　
　
と
い
う
地
名
が
残
る
の
み
で
、
こ
の
地
が
い
に
し
え
の
名
高
い
観
音
霊
場
で
あ
っ
た

　
　
　
こ
と
を
知
る
人
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

　
〔
本
稿
は
、
昭
和
五
八
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
（
一
般
研
究
C
）
助
成
に
よ
る
研
究
成

　
　
果
の
一
部
で
あ
る
。
〕
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